
女川町における10年間の歯科保健医療活動

～２０１１年３月～２０２１年３月～

女川歯科保健チーム 活動報告会
～ 東日本大震災から10年 ～

2021年３月２１日（日）

１３：００～１６：００ ＺＯＯＭ Meeting

内容

【お問い合わせ先】 女川歯科保健チーム eagerdental@gmail.com

要
申込

無料

震災後10年を振り返って

木村 裕（歯科医師，木村歯科医院（女川町），女川歯科保健チーム代表）

女川町における歯科保健事業の展開

田守 未来（女川町保健センター）

女川町における歯科保健活動への参加

中久木 康一(歯科医師)，海津 早苗(歯科衛生士)，尾形 藍(歯科衛生士)

遠方からの中長期的支援

渡邉 充春（歯科保健研究会（大阪））
西本 美恵子（NPO法人ウエルビーイング（福岡））

参加者間での意見共有、など

事後配布資料
本資料の二次利用などはお控えください

必要時、お問合せください
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⼥川町関係者などからの指定発⾔
参加者間での意⾒共有、など

【お問い合わせ先】 ⼥川⻭科保健チーム eagerdental@gmail.com

女川町 木村歯科医院

木村 裕

令和３年３月２１日

女川町における10年間の歯科保健医療活動 ～2011年3月～2021年3月～
女川歯科保健チーム活動報告会～東日本大震災から10年～，2021年3月21日(日)13:00～16:00，ZOOM Meeting

死者：５９５名

行方不明：２８６名

死者・行方不明者合計：８８１名（８．８％）

住宅、建物被害（全壊＋半壊）：３２７１（８５％）

仮設住宅建設完成戸数：１２９４

仮設住宅建設箇所：３０

人口の推移：１００１４人（Ｈ２３年３月）→７０１２人（Ｈ２７年月）

令和３年２月現在６２５８人

市町村名 死者数 行方不明
者数

死者＋行方
不明者数

２０１０年人口 死者＋行方
不明者/人口

女川町 ５９５ ２８６ ８８１ １００５１ ８．７７％

仙台市 ８９１ ３０ ９２１ １０４５９０３ ０．０９％

石巻市 ３４７１ ４７６ ３９４７ １６０７０４ ２．４６％

東松島市 １１２５ ３５ １１６０ ４２９０９ ２．７０％

気仙沼市 １２０４ ２５０ １４５４ ７３４９４ １．９８％

南三陸町 ６１１ ２３７ ８４８ １７４３１ ４．８６％

陸前高田市 １５５５ ２２３ １７７８ ２３３０２ ７．６３％

大槌町 ８０３ ４７３ １２７６ １５２７７ ８．３５％

震災後の救護室の設営から女川地区仮設歯科診療所の開設まで

平成２３年３月１１日 東日本大震災発生

３月１２日 女川町総合体育館内にて救護室設営
３日間は医師の常駐が不可能な状態であったため、
歯科治療以外にも対応せざるを得なかった。

３月１５日 支援の医師が常駐するようになり、体育館内に歯科の
応急の診療室を設営

３月２０日過ぎ 石巻歯科医師会、宮城県歯科医師会に赴き、機材、
材料を借り受け、ある程度の診療をできる体制を整える

住民の交通手段がなく、避難所を回り診療

４月１７日 診療車借り受ける
４月１８日 総合体育館、女川町老健の２ヶ所で診療を開始

平成２３年１１月１日 女川地区仮設歯科診療所開設
（コマツハウスの提供によるプレハブ、薬局と集会所の棟続き）

平成２４年５月１日 女川地区仮設歯科診療所移転（旧女川町老健）
平成３０年４月１日 木村歯科医院開設し現在に至る









東日本大震災の被害状況の特徴

〇被害が建物の倒壊、火災によるものに対し、東日本大震災では被害の殆どが
津波による被害であった。

〇津波で海に引き込まれた人が多く、行方不明者が多い。

〇津波で医院がまるごと海に流されたところでは診療録がすべて失われ、
カルテで身元確認をすることが出来ないことが多かった。

〇被害が広範囲にわたり、しかもリアス式海岸の地形のため、平地が少なく
復興住宅、宅地造成がなかなか進まず、仮設住宅住まいが長期化

〇被災地の多くが東北沿岸部で過疎化、高齢化が著しく進んでいたが、
震災によりその状況が急加速した

〇阪神淡路大震災の経験を踏まえ、ボランティア活動、支援体制は
比較的恵まれていた。

女川町歯科救護所における
患者数の推移
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女川町歯科救護所における
治療内容の推移
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女川町歯科救護所における
外注補綴物装着実績
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3月 3 4 12 12 0 16 39 13 2 12 2 0 1 0 9 31 31 0 0 6 6 0 0 76

4月 19 21 70 68 2 58 163 73 34 29 11 7 6 0 3 431 408 23 0 20 17 3 18 632

5月 31 31 93 84 9 115 175 71 46 40 3 8 1 0 6 458 437 18 3 32 32 0 14 679

6月 22 22 78 44 34 47 126 60 33 28 3 0 1 0 1 177 177 0 0 9 9 0 31 343

7月 3 3 15 3 12 13 1 1 0 0 0 0 0 0 0 156 156 0 0 0 0 0 0 157

3～7月 78 81 268 211 57 249 504218 115109 19 15 9 0 19 1253 1209 41 3 67 64 3 63 1887

女川地区仮設歯科診療所患者数

日数 患者 うち初診
平成23年

11月 25 388 190

平成23年
12月 22 399 88

平成24年1
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平成24年
2月 24 476 85

平成24年3

月 26 422 65
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仮設歯科診療所の設置について

〇当初、宮城県では１０か所程度の仮設歯科診療所の設置の計画があったが、
最終的に山元町１か所、気仙沼地区（大谷、歌津、志津川）３か所、
石巻地区（女川）１か所の５か所で設置された。

〇設置の条件として、１か所の仮設診療所に対し複数の歯科医師がいること、
開設者は宮城県歯科医師会であるが基本的に独立採算で
運営を行うこととなっていた。

〇被害地域の状況によっては独立採算が困難な状況であったり、別の場所での
早期開業を考え、仮設診療所での診療を諦めたケースもある。

〇後に仮設歯科診療所の経営で赤字が出た場合は補助金が出ることになった。

設置された仮設歯科診療所

診療所 地区

大谷仮設歯科診療所 南三陸町 平成２４年２月開院

歌津仮設歯科診療所 南三陸町 平成２３年１０月開院

志津川仮設歯科診療所 南三陸町 平成２３年１０月開院

女川地区仮設歯科診療所 女川町 平成２３年１１月開院

浅生原歯科診療所 山元町 平成２４年２月開院



●人口の減少に歯止めがかからない

●復興住宅、新たな住宅地が高台に散在しているため、公共交通

手段も十分ではなく、高齢者は通院困難な方が多い。

●復興住宅が整備されたが、空き部屋が多くなってきている。

●女川町では現在でも約２００人の行方不明者がいる。

１、災害直後は歯科の需要は少ないが、次第に治療希望の患者さんが増加してくる。

２、遺体確認にはＤＮＡ鑑定とともに、歯型による身元確認が重要な役割を果たした。
しかし女川町の場合は診療のデータがすべて失われたため、身元確認が殆ど
できなかった。 （義歯のネーミングも有効）

３、救急蘇生術や全身疾患の基礎的な知識を常に持っているべきである。

４、緊急時に必要とされる、機材、薬品などの整備。

５、診療体制の復興には、従業員などの協力のほか被災状況に応じた支援が求められる。
歯科医師会、自治体の協力も不可欠であり、常に連携を取っておくことが重要である。

６、災害後の歯科医療は基本的には通常の歯科医療の延長であり、糖尿病重症化、
誤嚥性肺炎などの予防のために、日常から口腔衛生指導などを行うことが重要である。

災害時における歯科医療の役割と教訓



皆様のご協力に心より感謝、申し上げます。
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要
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内容 震災後10年を振り返って
木村 裕（歯科医師，木村歯科医院（女川町），女川歯科保健チーム代表）

⼥川町における⻭科保健事業の展開
田守 未来（女川町保健センター）

⼥川町における⻭科保健活動への参加
中久木 康一(歯科医師)，海津 早苗(歯科衛生士)，尾形 藍(歯科衛生士)

遠⽅からの中⻑期的⽀援
渡邉 充春（歯科保健研究会（大阪））
西本 美恵子（NPO法人ウエルビーイング（福岡））

⼥川町関係者などからの指定発⾔
参加者間での意⾒共有、など

【お問い合わせ先】 ⼥川⻭科保健チーム eagerdental@gmail.com

⼥川町における⻭科保健事業の展開

⼥川町健康福祉課健康対策係（保健センター）

保健師 田守 未来

女川町における10年間の歯科保健医療活動 ～2011年3月～2021年3月～
女川歯科保健チーム活動報告会～東日本大震災から10年～，2021年3月21日(日)13:00～16:00，ZOOM Meeting 女川町の紹介

・宮城県の東に位置し、

日本有数の女川漁港を有する

・町全域が南三陸金華山国定公園

に指定、市街地と漁村集落を

除く大半が丘陵地帯

・総面積：6,535ha（行政区域）
339.8ha（市街化区域）

【人口】 平成22年：10,051人 令和３年２月：6,258人
高齢化率 33.5％ 高齢化率 38.5％

【世帯】 平成22年：3,968世帯 令和３年２月：3,100世帯
（国勢調査（平成22年）、人口統計（令和３年２月））

位置
町勢

面積

人口
世帯

仙台から車で
約1時間30分

東日本大震災被災状況（女川町）

・死者：575名 死亡認定者：252名

・住家被害：全壊2,924棟、

大規模半壊・半壊349棟、一部損壊661棟

災害公営住宅859戸、自立再健宅地全て整備完了

住宅の85％
が被害

住宅の85％
が被害

H30年9月完成新庁舎

公共施設等の変遷
震災前
H22

震災後
H23 H24 H25

H28
以降

子育て支援センター １
町立保育所 ４ ４※ ２
町立小学校 ３ ３ １
町立中学校 ２ ２ １
県立高校 １ （平成26年３月閉校）
県立支援学校
（高等学園） １

⻭科診療所 ３ １
※１箇所流出、１箇所使用不可



震災以前の歯科保健活動

女川町健康増進計画
（平成15年３月作成）

・乳幼児健診での⻭科保健指導、フッ化物塗布
・⾍⻭のない親子の努⼒賞
（３歳児健診で⾍⻭がなかった子とその親を表
彰）
・⻭科衛⽣⼠による保育所での⻭科保健指導
・⻭周疾患検診の実施

震災直後の歯科保健活動

震災直後：
目的「食べることは生きること」
（１）入れ歯が流された人への対応
（２）感染症予防のための

口腔衛生保持

・救護所の開所
・避難所巡回歯科救護チーム
によるケア

・仮設住宅での巡回歯科相談

震災８ヶ月後、壊滅した女川町に
女川地区仮設歯科診療所が稼働
→町内で歯科保険診療が再開

震災半年後：

女川歯科保健チームが立ち上がる

メンバー：町内歯科医師、
継続支援をしていた歯科医師、
他県ボランティア歯科衛生士

令和元年度まで月１回訪町し、継続支援



歯科保健事業の展開

年度 内容

H23年度
・避難所・応急仮設住宅 ⻭科相談・⻭科保健活動
・住⺠イベントでの⻭科相談・⻭科保健活動
・高齢者福祉施設での⼝腔ケア指導、⻭科保健活動を開始
・障害者⻭科健診開始

H24年度 ・子育て支援センターでの⻭科相談・⻭科保健活動を開始
・特定健診結果説明会での⻭科相談開始（2017年度まで）

H26年度 ・保育所における⻭みがき指導・⻭科保健教育を開始

H27年度
・保育所におけるフッ化物洗⼝開始
・小学校における⻭みがき指導・⻭科保健教育を開始
・妊婦⻭科健診開始

H28年度
・県立支援学校（高等学園）における⻭みがき指導・⻭科保
健教育を開始
・小学校におけるフッ化物洗⼝開始

H30年度 ・中学校における⻭みがき指導・⻭科保健教育を開始

⼥川⻭科保健チームの協⼒をいただくことで、
⻭科保健に関する知識や情報を得て、
少しずつ様々な機関で事業展開をしていきまし
た。

震
災
直
後

現
在

支援者

地元の⼒

現在の女川町の体制

行政
歯科医師０名・歯科衛生士0名

歯科医院１ヶ所
歯科医師１名・歯科衛生士０名
※歯科保健指導にもご協力いただいております。

管内歯科衛生士１名のご協力

事業は、保健師・栄養士で調整し、歯科医師、
歯科衛生士の協力をいただきながら実施している。

妊婦歯科健診事業

平成26年度
妊婦歯科健診に関する勉強会
対象：保健師、栄養士

平成27年度
妊婦歯科健診事業開始
方法：母子手帳交付時に受診券を渡し、

妊婦が町内歯科医院を受診

平成29年度～
管内統一歯科医療機関、統一様式での実施

現在も継続している事業



乳幼児健診
６ヶ月児育児教室から歯磨きの大切さについて指導

○６ヶ月児、１歳児…保健師による保健指導

○１歳６ヶ月児、２歳児、３歳児
…歯科衛生士による保健指導、
仕上げ磨き方法についての個別指導、
希望者へフッ化物塗布

フッ化物洗口事業

平成26年度
フッ化物洗口に関する勉強会
対象：保健師、栄養士、保育所所長、主任

平成27年度～
保育所フッ化物洗口事業開始

平成28年度～ 小学校でも実施

現在：保育所：年中児３月～水うがい練習実施
年長児４月～フッ化物洗口実施

小学校：１学年ずつ実施学年を増やしている。
令和２年度１～５年生実施

令和４年度から中学校でもフッ化物洗口を実施予定

子育て歯科相談会

H24年度～
子育て支援センターで年２回歯科相談会を開催

・気軽に相談される方が多い。
・歯科健診の始まる１歳６ヶ月児前の方も相談
に来られる。

歯科講話

H26年度～
町立保育所（２ヶ所）講 話：全学年

染め出し：４・５歳児
H27年度～
町立小学校（１ヶ所） 対象：１～４年生

内容：講話（砂糖の摂り方）、
染め出し等

H28年度～
県立支援学校（高等学園）対象：全学年

内容：講話、染め出し等
H30年度～
町立中学校（１ヶ所） 対象：１年生

内容：講話（砂糖の摂り方）、
染め出し等

歯周疾患検診
受診勧奨内容を拡充して実施
（広報周知回数の増加等）

歯科勉強会
歯科保健事業に関する理解を深める

○H27年度、R1年度
保育所保育士対象

○H29年度、R1年度
小学校の先生方対象

○H30年度
歯科保健関係者対象
（子育て支援センター、保健推進員、
地域包括支援センター）

震災前後の歯科保健事業を
振り返って



震災前 震災後

ストラ
クチャー
（構造）

プロセス
（過程）

○各機関がそれぞれ課題を
感じて歯科保健活動を実施
していた。
○お互いの活動の共有化は、
されていなかった。

○それぞれの機関で行っている歯
科保健活動の共有化ができている。
○町民へのアプローチ方法につい
て、歯科医師、保育所、学校、保
健センター等が共通認識を持って
連携しながら、活動できている。

保健
センター

保育所

⻭科医師

学校

保健
センター

⻭科
衛⽣⼠保育

所

小学
校

中学
校

高等
学園

子育て
支援セ
ンター

⻭科
医師

ア
ウ
ト
カ
ム

（結
果
）

小学生１人平均永久歯むし歯数（DMF歯数）

女川町 石巻管内 宮城県 全国

１歳６ヶ月児健診
1人あたりむし歯本数

H21年度 0.17 0.14 0.10 0.08

H30年度 0.00 0.06 0.04 0.03

3歳児健診
1人あたりむし歯本数

H21年度 1.83 1.79 1.50 1.00

H30年度 1.02 0.91 0.64 0.44

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 計

H30年度 0 0.03 0.03 0.47 1 0.94 0.42

R１年度 0 0.03 0.1 0.14 0.76 0.81 0.29

R2年度 0 0.06 0.03 0.63 0.29 0.82 0.29

ア
ウ
ト
カ
ム

（結
果
）

歯周疾患検診受診率
H24年度 6.2％

R2年度 8.2％

女川町 宮城県 全国

H27年度 0.87 1.2 0.9

H28年度 1.1 1.2 0.83

H29年度 2.1 1.1 0.8

H30年度 0.66 1.1 0.7

R1年度 0.58 １.0 0.7

12歳児（中学１年生）永久歯むし歯数（DMF歯数）

震
災
直
後

現
在

支援者

地元の⼒

未
来

継続

乳幼児健診
小児生活習慣病

予防健診
1939健診 特定健診 健康診査妊婦健診

生活習慣病発症予防・重症化予防対策
保
健
活
動

歯
科
保
健

活
動

生活習慣や体の基盤をつくる、乳幼児期・学童期
を中心に事業を継続していく。
常に生活習慣病予防の視点を持ち歯科保健活動を
実施していく。

妊婦歯科健診

乳幼児健診での
歯科健診・歯科

保健指導

保育所歯科
講話

子育て支援セン
ター歯科相談会

小・中・高等学園
歯科講話

歯周疾患
検診

町健康づくり
イベント等での歯科相談会

関連づけて活動を行っていく

フッ化物洗口

女川町における10年間の歯科保健医療活動

～２０１１年３月～２０２１年３月～

女川歯科保健チーム 活動報告会
～ 東日本大震災から10年 ～

2021年３月２１日（日） １３：００～１６：００日時

要
申込無料

内容 震災後10年を振り返って
木村 裕（歯科医師，木村歯科医院（女川町），女川歯科保健チーム代表）

⼥川町における⻭科保健事業の展開
田守 未来（女川町保健センター）

⼥川町における⻭科保健活動への参加
中久木 康一(歯科医師)，海津 早苗(歯科衛生士)，尾形 藍(歯科衛生士)

遠⽅からの中⻑期的⽀援
渡邉 充春（歯科保健研究会（大阪））
西本 美恵子（NPO法人ウエルビーイング（福岡））

⼥川町関係者などからの指定発⾔
参加者間での意⾒共有、など

【お問い合わせ先】 ⼥川⻭科保健チーム eagerdental@gmail.com



女川町における10年間の歯科保健医療活動 ～2011年3月～2021年3月～
女川歯科保健チーム活動報告会～東日本大震災から10年～，2021年3月21日(日)13:00～16:00，ZOOM Meeting

中久木 康一(歯科医師)
海津 早苗(歯科衛生士)
尾形 藍 (歯科衛生士)

⼥川町における
⻭科保健活動への参加

方針

• 住民の、住民による、住民のための

• 同じ顔で、関係性を保ち、継続的に

• 不要となるまで

繫ぐ～災害歯科保健医療対応への執念～，クインテッセンス出版

変遷

• 歯科救護所運営支援

• 避難所巡回歯科保健医療活動

• 訪問歯科保健活動
– 応急仮設住宅

– 事業所

– 健康関係のイベントなど

– 高齢者・障害者施設

– 教育施設

• 研修
– 保健医療介護福祉関係者

– 教育関係者

交通・インフラ全喪失
女川町行政機能ほぼ喪失
保健センター物的資源全喪失
人的資源のみほぼ残存

ほぼ全員が情報・移動に関するインフラ喪失

公的派遣、
ボランティア

ボランティア
＞委託

委託
＞ボランティア

外部

避難所の一角の歯科救護所

プレハブ仮設歯科診療所

本設仮設歯科診療所

歯科診療所
再開設
（新規扱い）⻭科

医院

保健
センター

町⺠

災害に関する業務負荷

通
常
の
地
域
歯
科
保
健
医
療
体
制

避難所開設

仮設住宅入居

公営住宅全完成

自宅再建開始

（仮設住宅全閉鎖）
（避難所全閉鎖）

避難所の一室 仮保健センター

応援職員

新築移転

H23 H30H24〜25 H26〜29

それぞれの⽴場からのアプローチそれぞれの⽴場からのアプローチ

資⾦ 国、財団、
ボランティア

県（国基金）、
ＮＰＯ、財団、ボランティア

町、
ＮＰＯ、ボランティア

人的資源以外全消失

旧老健の踊り場の歯科救護所

（仮設歯科診療所閉鎖）

公営住宅入居開始

2018，公衆衛生学会，東日本大震災後の支援をきっかけとした女川町における歯科保健の継続支援

人員

行政職

大学職
災害時派遣

嚥下、訪問

一般診療所
介護職・
ケアマネ

乳幼児検診
嘱託

フリーランス
在宅

女川歯科保健
チームの
ボランティア
歯科衛生士

2018，公衆衛生学会，東日本大震災後の支援をきっかけとした女川町における歯科保健の継続支援

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

28年度

29年度

30年度

歯周疾患健診
期間延長など

小学校
フッ化物洗口
導入
1年生

女川温泉
ゆぽっぽ
相談会

仮設住宅訪問
口腔ケア啓発

歯科救護
所
設置

特定健診結果説明会
歯科相談（公民館・
仮設住宅集会室な
ど）

健康をつくる
町民の集い

妊産婦歯科健診保育所
フッ化物洗口
導入

障害者歯科
診療
石巻市と
合同事業

災害時歯科対応
アンケート調査

特定健診
問診票に
歯科項目
導入

各組織での口腔ケア研修会
（老健、保健センター、特養）

食と健康を
考える会

特養など
の法人で
継続

保健センター
歯科保健勉強会

町内事業所
訪問歯科相談
会社、学校など

口腔ケア指導
（老健、特養、

グループホーム、
デイサービス）

保育所歯科指導

小学校歯科指導

特別支援
学校
歯科指導

障害者歯科健診
口腔ケア指導

住民全体 要配慮者 研修会

糖尿病教室

健康づくり隊研修

食生活改善員研修

避難所巡回応急対応・口腔ケア

歯ブラ
シ作成
販売
売上寄
付

子育て支援センター 保健推進員研修

パパママ相談会

子どもの口
の発育研修
会

保育所
職員研修会

小学校職員
研修会

災害歯科保健医療
実地研修会

東日本大震災後7年間の、女川町における歯科保健活動（歯科医師・歯科衛生士によるもの）

受診率
アップ！

20か所

年に１回
歯科ブース

設置

年に
2～3回

年に
2～3回

年に１回

低学年は
毎年

年に
2～3回

毎月

年に１回

年に
2～3回

年に
1～2回

２年間に
５回

4か月間
仮設歯科

診療所開設

仮設歯科
診療所閉鎖

1～2年生

1～3年
生

年に１回
2～4か所

中学校
歯科指導

小児健診
時の待合
にて歯科
講演会

東日本大震災後の女川町における7年間の地域歯科保健医療の変遷，災害時の経験を活かすためには，
133（1）162～163，歯界展望，2019年1月号



DH-Style 2021年3月号

東日本大震災後の女川町における歯科保健事業
Special topic，DH-Style Vol.15 No.187，，2021年3月号

東日本大震災から10年，あ
らためて考えたい

災害支援に必要な
連携とは

対談・座談会

森野一真，小井土雄一，坂元昇

2021.03.01 週刊医学界新聞
（通常号）：第3410号より

地域包括BCPを策定し，災害に立ち向かう

連携には，平時のシステムとして構築が進められて
いる地域包括ケアシステムをベースに，有事に医
療・保健・福祉を切れ目なく提供する「地域包括BCP」
を策定することが望ましい

災害に備えて地域包括BCPを策定し，医療・保健・福
祉の3領域が連携を強化することで，地域全体の復
興や回復――いわばレジリエンス向上につながりま

す。医療・保健・福祉関係者が「自分たちの地域を自
分たちで守る」意識を持つことも大切です。

http://eagerdental.jimdo.com/

日本災害時公衆衛生歯科研究会
http://jsdphd.umin.jp/

ML登録

アセスメント票・配布/掲示物など

研修会配布資料・準備資料など

2015年6月15日発刊
一世出版

A3判 2000円

歯科医師会・歯科衛生士会、行
政・保健所勤務など、災害時の保
健医療対応に関わる方々どなたで
も、登録お待ちしております！

日本災害時公衆衛生歯科研究会
ML登録係

jsdphd-admin＠umin.net

書籍・厚労科研報告書

自己学習用動画・
研修会開催用資料など

女川町における10年間の歯科保健医療活動

～２０１１年３月～２０２１年３月～

女川歯科保健チーム 活動報告会
～ 東日本大震災から10年 ～

2021年３月２１日（日） １３：００～１６：００日時

要
申込無料

内容 震災後10年を振り返って
木村 裕（歯科医師，木村歯科医院（女川町），女川歯科保健チーム代表）

⼥川町における⻭科保健事業の展開
田守 未来（女川町保健センター）

⼥川町における⻭科保健活動への参加
中久木 康一(歯科医師)，海津 早苗(歯科衛生士)，尾形 藍(歯科衛生士)

遠⽅からの中⻑期的⽀援
渡邉 充春（歯科保健研究会（大阪））
西本 美恵子（NPO法人ウエルビーイング（福岡））

⼥川町関係者などからの指定発⾔
参加者間での意⾒共有、など

【お問い合わせ先】 ⼥川⻭科保健チーム eagerdental@gmail.com



遠隔地からの中長期的支援

女川町における10年間の歯科保健医療活動

女川歯科保健チーム活動報告会

ー東日本第震災から10年ー

２０２１年3月21日

オンライン

渡邉 充春

歯科保健研究会

わたなべ往診歯科

東日本大震災における歯科支援活動―多賀城―石巻―女川
を結ぶ支援活動プロジェクト

責任団体 歯科保健研究会 渡邉 充春

• ４月２８日呼び掛け、６月末まで第１期、８月末まで第
２期の活動。

• 自ら被災しながら歯科診療・支援活動を行う現地の活動
を補助する形での、被災者・被災地支援を行うことを目
的。

• 第１期、女川町の木村裕歯科医師を支援する形での、歯
科診療支援活動。診療や往診に必要な機材の搬入。診療
の補助。保健活動資材を搬入し、避難所における巡回診
療・保健活動を担当。

• 第2期は、避難所巡回活動を7月から引き継ぐ。少人数で
の木村歯科医院の診療補助。

• 搬入機材は、現地へ寄贈し、木村歯科医院の診療に不可
欠な職員給与の援助は、第1期・第2期を通して行う

現地被災⻭科診療の復興への
支援を中心とした支援活動

−⼥川町への支援
渡邉充春¹⁾ 松井久²⁾ 文元基宝³⁾ 高藤真理⁴⁾

水谷雄樹⁵⁾ 中久木康一⁶⁾ 星岡才賢⁷⁾ 正田晨夫⁸⁾
¹⁾わたなべ往診歯科・歯科保健研究会 ²⁾松井歯科・歯科保健研究会

³⁾文元歯科・関西ウェルビーイングクラブ ⁴⁾神戸常盤大学短期大学部

⁵⁾水谷歯科 ⁶⁾東京医科歯科大学 ⁷⁾星岡歯科診療所・川崎市幸区歯科医師会
⁸⁾正田歯科・奈良県歯科医師会

第60回口腔衛生学会，日本大学松戸歯学部，2011年10月8日～10日，
口腔衛生学会雑誌 61(4):523，2011年8月 中長期の活動・取り組み１

• 現地への訪問

２０１２．３ 石巻ー雄勝

２０１２．４ 女川－雄勝・一周年

２０１４，１１ 石巻ー女川ー雄勝

２０１５，３ 宮城ー岩手

２０１７，５ 石巻ー女川ー雄勝

• 関西での女川報告会

２０１５，５ 木村先生報告会

• 学会

２０１１・１０ 口腔衛生学会・指定報告

２０１４・１１ 石巻・女川・雄勝

大阪から派遣の
精神保健福祉士鶴さんから
復興状況を聞く

新しいスタッフが被災地を
始めて訪問・木村先生と

開成仮設診療所長先生より地域包括医療についてお話

２０１７・５ 石巻・女川・雄勝

新しい商店街 保育所健診

医療センター
斎藤先生と



２０１５．５
木村裕先生のお話を聞く会

4団体の共催・26名の参加

継続的な取り組み２

• 「口腔ケアー用品」の配布
• イーガー⻭ブラシの販売
• 財政支援・女川マンスリー基金への拠出
• 「公衆衛生交流会」の開催
• ⽇⻭「災害コーデイネーター研修」受講
• ⽇本災害時公衆衛生⻭科研究会へ参加
• 各地域での災害体制への参加
• 音楽でのつながり
• 共生地域創造財団への参加

定期的な「口腔ケアー用品」の配布
必要なものを必要な数だけ

⼥川・雄勝・熊本・岡山・
新宿・笹島へ

２０１５．５復興チャリティコンサート
石巻市民交響楽団を招いて

シンフォニーホール・
200名が壇上に

石巻市民交響楽団
派遣メンバーの紹介

共生地域創造財団
• 共生地域創造財団は、NPO法人ホームレス支援全
国ネットと、２つの生活協同組合が母体です。

• 東日本大震災3日後から仙台市に本部を開設し被災
3県（福島県、宮城県、岩手県）の在宅被災者や農漁
業への支援を中心に活動を行ってきました。女川・
石巻蛤浜への支援
「伴走型支援」をコンセプトとして震災支援および地
域づくりの事業を住民の方々と地域に寄り添いなが
ら復興にとどまらない、共生地域の創造を目指して
おり、生活相談、生活再建、就労支援の活動を続け
ていきます。

• 歯科保健研究会としても継続して参加していきます。

これから

• 忘れない

• 長期に必要なことを聞きながら継続

• 南海トラフへ備えて

自らの地域での防災・減災の取り組み

• 命とくらしを守る日々の取り組みをさらに
強化（生活困窮者への支援）し、備える
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女川保健チーム活動報告会 NPOウェルビーイングNPOウェルビーイング

◆ 1973年：「福岡予防歯科研究会」 設立
◆ 2000年1月：NPO法人として認証

◆ 会員:１３７名

◆ 13のプロジェクトで活動

◆ 付属研究所：ウェルビーイングラボ

ネットジャーナル「感性と対話」

◆ 所在地：福岡市中央区大名1-15-24-2F

◆ Tel.092-771-5212 Fax.092-741-8037

◆ http://www.well-being.or.jp
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「女川歯科保健チーム」との

出 会 い

「女川歯科保健チーム」との

出 会 い
 生活困窮者歯科支援で繋がりのある中久木先生のお話を聞いて

 「女川町が１日も早く復興し、その時にみんなが仕事を得て、幸せ

に暮らせる歯科保健医療体制が整っていること」を目標に、木村先

生と保健センターがされている保健活動や健康相談、口腔ケアな

どのお手伝いを、数名の歯科衛生士がされている」「女川町商工

会などとリンクして女川町の元気を後押しする活動をしている」

 生活困窮者歯科支援で繋がりのある中久木先生のお話を聞いて
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どのお手伝いを、数名の歯科衛生士がされている」「女川町商工

会などとリンクして女川町の元気を後押しする活動をしている」

ヘルスプロモーションだ！

NPOウェルビーイングの関わり １.NPOウェルビーイングの関わり １.

◆2012年１月〜2020年３月、女川町復興８年計画
に合わせ8年間、毎週木曜のウェルビーイング

ゼミ、ニュース、メーリングで女川のニュース等

で女川の報告を聞き、話し、募金を行なった。

◆「女川歯科保健チーム」開発商品の購入
◆ 「日本予防医学協会」（福岡市）が1年間の支
援先を探されていたので、女川歯科保保健

チームを紹介して繋いだ
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NPOウェルビーイングの関わり ２.NPOウェルビーイングの関わり ２.

◆女川町フッ素洗口事業開始時は、会員の品川先生 （佐

世保市でフッ素洗口の実績）が相談にのられた。

◆ウェルビーイング開発商品の歯磨きソング「ゴシゴシデン
ターマン」、フッ素洗口啓発DVD、フッ素洗口ソング「ブクブ

クキラー」を送付した。今も女川町で使って下さっている。

◆女川町フッ素洗口事業開始時は、会員の品川先生 （佐

世保市でフッ素洗口の実績）が相談にのられた。

◆ウェルビーイング開発商品の歯磨きソング「ゴシゴシデン
ターマン」、フッ素洗口啓発DVD、フッ素洗口ソング「ブクブ

クキラー」を送付した。今も女川町で使って下さっている。

♫ DVD
「フッ素洗口でむし歯予防」

♬ CD「ゴシゴシデンターマン」
「ブクブクキラー」

１、「顔が分かる支援」「目に見える支援」を実感できた。

 中久木先生の報告、学会・雑誌の発表、講演会「歯科保健チーム
による復興支援 災害時にできること」(2015.12、福岡市、WB主催、
講師：中久木・太田・後藤先生）等で、活動内容がはっきり分かり、
目標に向かって進んでいることを確認でき、安心感があった。

２、忘れられない忘れない場所＜女川＞ができた。

 それまで大震災、東北のことを漠然と思っていたが、「女川」という
固有の場所とつながることができた。報道でも｀オナガワ｀と聞くと
耳傍だて、｀｀鉄道が開通した｀お魚市場・センタ-がオープンした・・
という復旧・復興に喜び、女川特産品を注文したり・・・、親密な第
３・第４・・・の故郷に思いを馳せることができる。
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による復興支援 災害時にできること」(2015.12、福岡市、WB主催、
講師：中久木・太田・後藤先生）等で、活動内容がはっきり分かり、
目標に向かって進んでいることを確認でき、安心感があった。

２、忘れられない忘れない場所＜女川＞ができた。

 それまで大震災、東北のことを漠然と思っていたが、「女川」という
固有の場所とつながることができた。報道でも｀オナガワ｀と聞くと
耳傍だて、｀｀鉄道が開通した｀お魚市場・センタ-がオープンした・・
という復旧・復興に喜び、女川特産品を注文したり・・・、親密な第
３・第４・・・の故郷に思いを馳せることができる。

支援後に今、思うこと支援後に今、思うこと

いつまでも忘れない！！ありがとう！！


